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≪計画上の実施年度≫ ≪進捗状況≫

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 A 実施済み
H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 B 計画どおり進んでいる

C 着手したが遅れている

D 未着手

　

≪数値目標の達成状況≫

【算出式】　水質検査地点年間平均値合計÷水質検査地点数 【算出式】　水質検査地点年間最大値合計÷水質検査地点数

2027(R9) 2028(R10) 2029(R11) 2030(R12) 2031(R13)

2025(R7) 2026(R8)2017（H29） 2018（H30） 2019(R1) 2020(R2) 2021(R3) 2022(R4) 2023(R5) 2024(R6)

項目②
項目①

項目② 0.025 0.025 0.028 0.028 0.033 0.032 0.033 0.03

項目① 0.42 0.34 0.34 0.34 0.34 0.31 0.336 0.32

0.027
目標

現況
0.032021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

0.025 0.0230.027

前期 中期 後期
2014（H26）目標

現況 前期 中期 後期
0.322021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

0.50 0.48 0.44 0.40
2014（H26）

≪課題及び対応方針≫

≪事業実施状況及び補足説明等≫

項目① 年間平均残留塩素濃度（mg／㍑）
2024（Ｒ6）年度

実績値 項目②
各検査地点年間最大総トリハロメタン濃度
の平均値（mg／㍑）

2024（Ｒ6）年度
実績値

　トリハロメタン類の低減化に向けて、天候等により左右される水道原水の水質にあわせ、常時適切な運転管理を行う必
要があります。近年では、突発的な水道原水の水質悪化にともなう水道水のカルキ臭等の事例がありました。川上ダム
完成に伴い、ゆめが丘浄水場に安定した水道原水の供給が期待できます。これにより、高度浄水処理が可能であるゆ
めが丘浄水場から他浄水施設への補給給水等を含め検討を行います。
　今後も、トリハロメタン濃度の低減に向けて、状況に合わせた適切な浄水処理管理を行います。

　水道水は、水道法施行規則により、給水栓水（蛇口）で残留塩素の濃度が0.1mg/リットル以上あるよう定められている
ため、残留塩素濃度を低減だけでなく、安全性の確保を確保することも重要です。現在、数値目標を達成する水準で安
定的に管理ができています。
　トリハロメタン類は水道水の塩素処理により、水中の残留有機化合物と残留塩素との反応により生成され、水質基準で
は総トリハロメタン濃度が0.1mg/リットル以下であるように定められています。トリハロメタン類の低減化に向けて、水道
原水の水質にあわせ、常時適切な運転管理を行う必要があります。しかし、気温（水温）などの外的要因が大きく影響す
るため、管理や評価の方法について検討していく必要があります。

１．給水栓での残留塩素濃度を把握し、浄水場出口の残留塩素濃度を低減することにより、全体的な残留塩素濃度の
　　低減化を継続して行いました。しかし、浄水場出口の残留塩素濃度を低減するだけでは、水道水の安全性を損なう
　　恐れがあるため、配水池に塩素を追加することにより、塩素の低減と安全性の確保を両立に努めました。

２．浄水処理の運転管理を強化することで、浄水水質の向上を図り、トリハロメタンの低減化に努めました。

令和６年度　伊賀市水道事業基本計画（水道事業ビジョン）　進捗管理シート

シート番号 1
基本方針 安全 おいしい水の供給

前期 中期 後期

≪本年度の実施内容≫

実現方策 水質管理の強化

計画に記載している
主な事業

・消毒副生成物（トリハロメタン等）の対策

水道水のおいしくない理由としてあげられている「塩素やカルキのにおい」やトリハロメタン等の消毒
副生成物への対策を行う。

担当課 水道施設課

B
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≪計画上の実施年度≫ ≪進捗状況≫

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 A 実施済み
H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 B 計画どおり進んでいる

C 着手したが遅れている

D 未着手

　

≪数値目標の達成状況≫

― 目標
現況 前期 中期 後期

―2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

― ―― ―

2024（Ｒ6）年度
実績値

策定した水安全計画の運用および検証を行い、水質事故への対応を適切に行います。

　近年の環境や気候変動から、従来に考えられていたリスク以外にも、対策を講じる必要が生じてきています。安全で安
心な水の供給を行うため、リスクに対して強靭な水安全計画策定の必要があります。
　水安全計画は、WHO飲料水水質ガイドラインで確立されているHACCP（Hazard Analysis and Critical Control Point）の
考え方を導入し、　水源から給水栓に至るすべての段階で危害評価と危害管理を行い、安全な水の供給を確実にするシ
ステムを構築するためのものです。

目標
現況 前期 中期 後期

2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

― ― ― ―

項目① ―
2024（Ｒ6）年度

実績値 項目② ―

計画に記載している
主な事業

・水安全計画の策定

水源から蛇口に至るまでの過程において、さまざまなリスクを分析・評価して、リスクごとに必要な対
応方法をまとめて運用する水安全計画を策定し、水質管理や水質事故への対応を適切に行う。

≪課題及び対応方針≫

≪事業実施状況及び補足説明等≫

≪本年度の実施内容≫

A

平成30年度において実施済み

担当課 水道施設課

前期 中期 後期

実現方策 水安全計画の策定

令和６年度　伊賀市水道事業基本計画（水道事業ビジョン）　進捗管理シート

シート番号 2
基本方針 安全 おいしい水の供給
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≪計画上の実施年度≫ ≪進捗状況≫

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 A 実施済み
H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 B 計画どおり進んでいる

C 着手したが遅れている

D 未着手

≪数値目標の達成状況≫

― 目標
現況 前期 中期 後期

―2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

― ―― ―

2024（Ｒ6）年度
実績値

水道施設（配水池）は６５箇所あり、安全で安心な水を供給できるよう、計画的に配水池内部の清掃を行います。

●来年度以降の配水池内部清掃予定

令和７年度　上野西部浄水場内浄水池、上野西部配水池、伊賀第２配水池、朝古川配水池、桐ヶ丘高区配水池、
　　　　　　　　桐ヶ丘低区配水池
令和８年度　青山南部本配水池、鈴又配水池

目標
現況 前期 中期 後期

2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

― ― ― ―

項目① ―
2024（Ｒ6）年度

実績値 項目② ―

担当課 水道施設課（配水池）

計画的な配水池の清掃の実施
計画的な水道管の洗浄作業の実施

≪課題及び対応方針≫

≪事業実施状況及び補足説明等≫

令和６年度は、比自岐高山低区配水池、高区中継ポンプ場、山畑配水池、山田配水池を潜水作業により清掃しました。

前期 中期 後期

≪本年度の実施内容≫

B

実現方策 配水池や管路の洗浄作業の促進

計画に記載している
主な事業

赤水や濁りが発生している地域を対象に計画的に洗浄作業や配水池の清掃を行う。

令和６年度　伊賀市水道事業基本計画（水道事業ビジョン）　進捗管理シート

シート番号 3-1
基本方針 安全 良好な水質の確保
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・
■

≪計画上の実施年度≫ ≪進捗状況≫

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 A 実施済み
H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 B 計画どおり進んでいる

C 着手したが遅れている

D 未着手

≪数値目標の達成状況≫

― 目標
現況 前期 中期 後期

―2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

― ―― ―
目標

現況 前期 中期 後期
2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

― ― ― ―

2024（Ｒ6）年度
実績値

　　用語説明
　　　ＶＰ＝塩化ビニル管、ＨＩＶＰ＝硬質塩化ビニル管、ＤＣ＝ダクタイル鋳鉄管、Ｌ＝洗浄作業をした距離

　　アイスシャーベットによる配水管内の洗浄を行い濁りの原因と思われる堆積物を除去することができました。
　　（写真は荒木地内で実施した状況写真です。）

洗浄業務を実施したことにより、濁りの発生頻度は低くなると思われます。
しかし、数年で濁りの原因となる堆積物が発生する事が予想されるので、定期的に配水管内の状況確認を行ないます。

項目① ―
2024（Ｒ6）年度

実績値 項目② ―

担当課 水道工務課（管路）

計画的な配水池の清掃の実施
計画的な水道管の洗浄作業の実施

≪課題及び対応方針≫

≪事業実施状況及び補足説明等≫

令和６年度は下記の２地区にて洗浄業務を実施しました。
　・荒木地内　ＶＰφ５０　Ｌ＝１８０．０ｍ
　・千歳地内　ＤＣφ１００、ＨＩＶＰφ５０　Ｌ＝２８０．０ｍ

濁りの発生が続いていた箇所においてアイスシャーベットとウォーターブラッシングによる洗浄業務を実施しました。

前期 中期 後期

≪本年度の実施内容≫

B

実現方策 配水池や管路の洗浄作業の促進

計画に記載している
主な事業

赤水や濁りが発生している地域を対象に計画的に洗浄作業や配水池の清掃を行う。

令和６年度　伊賀市水道事業基本計画（水道事業ビジョン）　進捗管理シート

シート番号 3-2
基本方針 安全 良好な水質の確保
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≪計画上の実施年度≫ ≪進捗状況≫

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 A 実施済み
H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 B 計画どおり進んでいる

C 着手したが遅れている

D 未着手

≪数値目標の達成状況≫

実現方策 水源地域の環境保全の強化

令和６年度　伊賀市水道事業基本計画（水道事業ビジョン）　進捗管理シート

シート番号 4
基本方針 安全 水源地域の保全

計画に記載している
主な事業

・水源地域の監視体制の強化
・水源流域関係者との相互連携

水源流域の関係者を含めた監視の強化や相互連携を図り、水源水質の環境保全に努める。

≪課題及び対応方針≫

≪事業実施状況及び補足説明等≫

≪本年度の実施内容≫

B

水質検査計画に基づき水道水源についての水質検査及び汚染の有無の確認を行い、水質状況を監視しました。

担当課 水道施設課　

前期 中期 後期

項目① ―
2024（Ｒ6）年度

実績値 項目② ―
2024（Ｒ6）年度

実績値

　本市では、２７箇所の水道水源から取水を行い、浄水場において浄水処理を行った後に水質検査により安全性を確認
し、各家庭へ給水を行っています。水道水源について１週間に１回以上は、全ての取水地点において目視による監視を
行っています。
　なお、ゆめが丘浄水場の取水地点となる木津川水源では、１日１回の目視による監視と、ゆめが丘浄水場における木
津川水源監視カメラにより常時監視を行っています。

水道水源の水質検査については、毎年「水質検査計画」を策定し、安全性の確認を行っています。
この計画は、水源の状況をふまえ年度ごとに見直しを行い、毎年事業年度の開始前に策定しています。

目標
現況 前期 中期 後期

2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

― ― ― ―

後期
―2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

― ―― ―
― 目標

現況 前期 中期
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■
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≪計画上の実施年度≫ ≪進捗状況≫

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 A 実施済み
H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 B 計画どおり進んでいる

C 着手したが遅れている

D 未着手

　

≪数値目標の達成状況≫

実現方策 施設・管路の耐震化

計画に記載している
主な事業

管路耐震化事業や老朽管路更新事業を行い、管路耐震化率向上に努める。

令和６年度　伊賀市水道事業基本計画（水道事業ビジョン）　進捗管理シート

シート番号 5-1
基本方針 強靭 水道施設の耐震化

担当課 水道施設課（施設）

施設・管路の耐震化
老朽管更新に伴う管路耐震率の向上

≪課題及び対応方針≫

≪事業実施状況及び補足説明等≫

水道施設の耐震化工事は平成２３年度から実施しています。
令和６年度は実施事業はありません。

前期 中期 後期

≪本年度の実施内容≫

B

項目① ―
2024（Ｒ6）年度

実績値 項目② ―
2024（Ｒ6）年度

実績値

●令和６年度水道施設耐震化状況

　浄水場１７箇所のうち、耐震化した施設９箇所(５２．９％)、浄水能力に対する耐震化率７３．７％
　配水池６５箇所のうち、耐震化した施設５０箇所（７６．９％）、配水池容量に対する耐震化率８８．７％

　令和４年度末のデータによると、三重県内の各市町村における水道施設の耐震化率の平均は、浄水場耐震化率が
６８．９％（浄水施設能力率）、配水池耐震化率が７３．３％です。
　本市においては、浄水場耐震化率が７３．７％（浄水施設能力率）、配水池耐震化率が８８．７％となっており、三重県
内の各市町村の平均と比較すると、高い耐震化率を実現しています。
　今後は、伊賀市水道事業基本計画に基づき、老朽化した施設の統廃合を進めることで耐震化率を向上させ、安全で
おいしい水道水を安定的に供給できるよう努めます。

目標
現況 前期 中期 後期

―
― 目標

現況 前期 中期

―

後期
―2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13） 2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

― ― ―― ― ―
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■
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≪計画上の実施年度≫ ≪進捗状況≫

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 A 実施済み
H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 B 計画どおり進んでいる

C 着手したが遅れている

D 未着手

≪数値目標の達成状況≫

【算出式】（耐震管延長／管路総延長）×100

項目②
2027(R9) 2028(R10) 2029(R11) 2030(R12) 2031(R13)

9.2 10.09.5 9.8

2021(R3)2017（H29） 2018（H30） 2019(R1) 2020(R2)

項目① 7.1 8.1 8.6 8.9

2024(R6)

―

2025(R7)2022(R4) 2023(R5)

13.2
目標10.0 ―2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

中期 後期

― ――

現況 前期

2024（Ｒ6）年度
実績値

　事業費の高騰により管路の更新延長が伸び悩んでいることが現状です。
　水道管の大半を占める配水支管を更新する補助事業が少なく、補助率も低いため、今まで以上に事業費用の確保が
困難となっています。
　そのため、経済的で比較的安価な耐震管を採用するなど、コストの縮減を図り、更新延長を伸ばす等の対策が必要で
す。

●主な耐震管の種類
　・ダクタイル鋳鉄管（ＮＳ形・ＧＸ形）
　　大きな伸縮性及び可とう性をもつ継手であり、受け口と挿し口がかかり合って離脱防止の役目をします。
　　耐震性・耐久性に優れ、熱に強く、工事費用は高額です。
　　伊賀市ではφ７５以上の配水管で使用しています。
　　ＧＸ形は、ＮＳ形に比べ施工性、耐久性に優れた管種で、材料費は高価ですが、施工費が安価であるのが特徴です。
　・ポリエチレン管
　　水道配水用ポリエチレン管とポリエチレン１種２層管があり、前者はφ１５０以下の比較的小口径の配水管で使用し、
　　１種２層管に比べ耐震性・耐久性に優れ、比較的熱にも強いです。
　　また、ダクタイル鋳鉄管に比べ、工事費が安価です。

2026(R8)

目標
現況 前期 中期 後期

2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

5.8 8.2 10.8

項目① 管路の耐震化率（％）
2024（Ｒ6）年度

実績値 項目② ―

担当課 水道工務課（管路）

施設・管路の耐震化
老朽管更新に伴う管路耐震率の向上

≪課題及び対応方針≫

≪事業実施状況及び補足説明等≫

令和６年度は２．１ｋｍの配水管路の更新と耐震化を実施しました。

　管種別内訳
　　ダクタイル鋳鉄管・ポリエチレン管　　 ２．１ｋｍ
　　各戸給水　　　　　　　　　　　　　　　　　１２８戸

前期 中期 後期

≪本年度の実施内容≫

B

実現方策 施設・管路の耐震化

計画に記載している
主な事業

管路耐震化事業や老朽管路更新事業を行い、管路耐震化率向上に努める。

令和６年度　伊賀市水道事業基本計画（水道事業ビジョン）　進捗管理シート

シート番号 5-2
基本方針 強靭 水道施設の耐震化



（１）

２）

≪計画上の実施年度≫ ≪進捗状況≫

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 A 実施済み
H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 B 計画どおり進んでいる

C 着手したが遅れている

D 未着手

≪数値目標の達成状況≫

令和６年度　伊賀市水道事業基本計画（水道事業ビジョン）　進捗管理シート

シート番号 6
基本方針 強靭 水道施設の耐震化

実現方策 水道施設耐震化計画の策定

計画に記載している
主な事業

・水道施設耐震化計画の策定

耐震化計画策定指針に基づき、令和３年度末までに水道施設耐震化計画を策定し、重要施設や基
幹管路などの優先順位を決め、効率的に耐震化に努める。

担当課 水道施設課　

前期 中期 後期

≪本年度の実施内容≫

D

本年度実施した事業はありません。

≪課題及び対応方針≫

≪事業実施状況及び補足説明等≫

項目① ―
2024（Ｒ6）年度

実績値 項目② ―
2024（Ｒ6）年度

実績値

　令和６年度時点で、水道施設は浄水場１７箇所、配水池６５箇所、導水・中継ポンプ場２７箇所、水源地２７箇所におよ
び、数多くの施設を管理しています。中でも浄水場については、８施設について耐震化がされておらず、そのほとんどが
経年により老朽化が進行しており、これからの人口減の中、単に更新するのではなく積極的な統廃合とともにアセットマ
ネジメントを考慮した耐震化計画が必要となっています。
　ついては、浄水場他その他施設の耐震化計画については、積極的に施設の統廃合を加味し、アセットマネジメント計画
や次期伊賀市水道事業基本計画に基づいた耐震化計画の策定を検討します。

●令和６年度水道施設耐震化状況

　　浄水場１７箇所のうち、耐震化した施設９箇所(５２．９％)、浄水能力に対する耐震化率７３．７％
　　配水池６５箇所のうち、耐震化した施設５０箇所（７６．９％）、配水池容量に対する耐震化率８８．７％

目標
現況 前期 中期 後期

2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

― ― ― ―

後期
―2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

― ―― ―
― 目標

現況 前期 中期



（２）

１）

≪計画上の実施年度≫ ≪進捗状況≫

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 A 実施済み
H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 B 計画どおり進んでいる

C 着手したが遅れている

D 未着手

≪数値目標の達成状況≫

― 目標
現況 前期 中期 後期

―2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

― ―― ―

2024（Ｒ6）年度
実績値

施工時期が古く情報取得（工事資料や布設時期等が不明）が困難な箇所があります。
過去に修繕や小規模工事を行った履歴の資料も再度確認し、属性不明箇所の解消に取り組みます。
不明な箇所については、一覧表に整理し取りまとめます。

〇管路の不明属性解消
　　計画準備、資料収集整理、竣工図調査、不明点協議、修正入力、整合検査

目標
現況 前期 中期 後期

2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

― ― ― ―

項目① ―
2024（Ｒ6）年度

実績値 項目② ―

≪本年度の実施内容≫

B

バージョンアップとして管網解析モデルデータを作成し水理解析の機能を追加しました。
仕切弁の開閉調査結果、管属性に関する情報取得を行いました。
管路付属設備に関する情報整備　1，８０３件

≪課題及び対応方針≫

≪事業実施状況及び補足説明等≫

担当課 水道工務課　

前期 中期 後期

実現方策 管路管理システムの充実

計画に記載している
主な事業

・管路管理システムのバージョンアップ

正確な状況把握及び効率的な更新計画の立案や適切な維持管理に必要な情報を共有化するため、
管路管理システムのバージョンアップを図る。

令和６年度　伊賀市水道事業基本計画（水道事業ビジョン）　進捗管理シート

シート番号 7
基本方針 強靭 水道施設の計画的更新



（２）

２）

≪計画上の実施年度≫ ≪進捗状況≫

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 A 実施済み
H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 B 計画どおり進んでいる

C 着手したが遅れている

D 未着手

≪数値目標の達成状況≫

―
―2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

中期 後期

― ――

現況 前期
2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

― ― ― ―

≪本年度の実施内容≫

C

前期 中期

目標―

項目① ―
2024（Ｒ6）年度

実績値 項目②

目標
現況 前期 中期 後期

2014（H26）

―
2024（Ｒ6）年度

実績値

令和６年度　伊賀市水道事業基本計画（水道事業ビジョン）　進捗管理シート

シート番号 8-1
基本方針 強靭 水道施設の計画的更新

実現方策 老朽化施設の対策

計画に記載している
主な事業

・施設・管路の計画的な更新

（施設）耐用年数を迎える浄水場について、水源状況、施設規模、維持管理等の状況を考慮し
　　　　 運用廃止とする。
（管路）更新周期を超過する管路の早期更新に努める。

担当課 水道施設課（施設）

後期

≪事業実施状況及び補足説明等≫

≪課題及び対応方針≫

令和６年度に運用を廃止した施設はありません。

運用を廃止することが可能な老朽化した施設は、優先順位を付け順次廃止を行います。

令和７年度に玉滝浄水場の運用を廃止する予定です。
令和７年度は今後の朝古川浄水場の廃止を見込み、同浄水場の配水エリアの一部をゆめが丘浄水場系の配水エリア
に変更する予定です。



（２）

２）

≪計画上の実施年度≫ ≪進捗状況≫

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 A 実施済み
H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 B 計画どおり進んでいる

C 着手したが遅れている

D 未着手

≪数値目標の達成状況≫

【算出式】（更新された管路延長／管路総延長）×100

項目①
2027(R9) 2028(R10) 2029(R11) 2030(R12) 2031(R13)

0.3 0.30.3 0.3

2021(R3)2017（H29） 2018（H30） 2019(R1) 2020(R2)

項目① 0.3 1.0 0.5 0.3

2024(R6)

―

2025(R7)2022(R4) 2023(R5)

0.5
目標0.3 ―2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

中期 後期

― ――

現況 前期

2024（Ｒ6）年度
実績値

　今後は、経年劣化する管路が増加し、更新が追いつかなくなると想定されます。管種を比較的安価なものに変更しなが
ら更新延長を伸ばす等の対策を講じつつ、 重要性を考慮した更新箇所の選定を行い、管路の更新に取り組みます。

　本市水道事業は、現在、約１，３８０ｋｍの管路を管理しています。
　管路の法定耐用年数は４０年であり、年数を経過した管路を中心に更
新を進めています。年数を経過した管路は、経年劣化による漏水や濁
水が発生する危険性が高まります。そのため、部分的な補修や定期的
な洗管作業を実施し、耐用年数の延伸を図りながら、正確な現状把握と
効率的な管路更新を進めていきます。

2026(R8)

目標
現況 前期 中期 後期

2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

0.3 0.3 0.5

項目① 管路の更新率（％）
2024（Ｒ6）年度

実績値 項目② ―

≪本年度の実施内容≫

B

　令和６年度は、伊賀市老朽管更新計画に基づき、更新周期を超過する管路の中から、濁水や漏水が多発する箇所を
優先的に０．４ｋｍの管路を更新しました。

≪課題及び対応方針≫

≪事業実施状況及び補足説明等≫

担当課 水道工務課（管路）

前期 中期 後期

実現方策 老朽化施設の対策

計画に記載している
主な事業

・施設・管路の計画的な更新

（施設）耐用年数を迎える浄水場について、水源状況、施設規模、維持管理等の状況を考慮し
　　　　 運用廃止とする。
（管路）更新周期を超過する管路の早期更新に努める。

令和６年度　伊賀市水道事業基本計画（水道事業ビジョン）　進捗管理シート

シート番号 8-2
基本方針 強靭 水道施設の計画的更新

管工事の状況



（２）

３）

≪計画上の実施年度≫ ≪進捗状況≫

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 A 実施済み
H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 B 計画どおり進んでいる

C 着手したが遅れている

D 未着手

　

　

≪数値目標の達成状況≫

（滝川浄水場）

　・現在の浄水処理量 1100～1400㎥/日

　　●滝川浄水場
　・建設年度
　・浄水処理方法 急速ろ過
　・浄水処理能力 8030㎥/日

1975（昭和50）年

2024（Ｒ6）年度
実績値項目② ―

　・現在の浄水処理量

―
― ― ― ― ― ― ― ―

2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 目標

項目① ―
2024（Ｒ6）年度

実績値

3000～4500㎥/日

現況 前期 中期 後期
2031（R13）目標 ―

（阿保浄水場）

令和６年度　伊賀市水道事業基本計画（水道事業ビジョン）　進捗管理シート

シート番号 9
基本方針 強靭 水道施設の計画的更新

実現方策

担当課 水道施設課

前期 中期 後期

統廃合を含めた計画的な施設の再構築（挑戦）

計画に記載している
主な事業

・施設の統廃合計画（阿保浄水場及び滝川浄水場の縮小更新）

水源状況が不安定な施設、老朽化した施設などの廃止若しくは縮小更新を検討を行い、伊賀広域水
道時の施設・管路の有効活用を図る。

≪本年度の実施内容≫

B

≪事業実施状況及び補足説明等≫

　　●阿保浄水場

2030㎥/日
　・浄水処理方法 急速ろ過
　・浄水処理能力

　・建設年度 1982（昭和57）年

　令和６年度は昨年に引き続き阿保浄水場の急速ろ過機１基の縮小更新を行いました。

　伊賀市水道事業基本計画に基づき阿保浄水場及び滝川浄水場の更新工事を計画しています。
　今後、老朽化した浄水場の長寿命化を図りながら将来の給水人口減少に伴う１日当たりの浄水処理量の見直しによる
施設の縮小更新について検討を行い計画を立案します。

≪課題及び対応方針≫

2026（R8） 2031（R13）
現況 前期 中期 後期

2014（H26） 2021（R3）



（３）

１）

≪計画上の実施年度≫ ≪進捗状況≫

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 A 実施済み
H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 B 計画どおり進んでいる

C 着手したが遅れている

D 未着手

≪数値目標の達成状況≫

令和６年度　伊賀市水道事業基本計画（水道事業ビジョン）　進捗管理シート

シート番号 10
基本方針 強靭 危機管理体制の充実

実現方策 応急給水施設の準備対応

計画に記載している
主な事業

・非常用給水装置を設置

水道施設の保全、素早い応急給水の実施のため、容量の大きい配水池（1,000㎥以上）の施設にお
いて、非常用給水装置の設置を進める。

担当課 水道施設課

前期 中期 後期

≪本年度の実施内容≫

A

　令和６年度は、実施した事業はありません。

≪課題及び対応方針≫

≪事業実施状況及び補足説明等≫

2024（Ｒ6）年度
実績値

　　　　　　緊急遮断弁

　１，０００ｍ３以上の配水池について、緊急遮断弁はほぼ設置済みであり、未実施となっている北部配水池や島ヶ原第１
配水池については、有事の際は代替策として島ヶ原加圧ポンプ所や小田浄水場内で応急給水を実施することとして対応
します。

　緊急遮断弁は地震等の災害により配水管が破損した時に、配水池内の水道水の流出防止及び非常時の水道水の使
用を考慮し配水池内の貯留を目的に設置をしています。

●令和６年度末緊急遮断弁設置状況
　配水池６５箇所のうち、緊急遮断弁設置配水池２０箇所（３０．７％）
　配水池容量に対する設置率７９．２％
　配水池（容量1000㎥以上）１７箇所のうち、緊急遮断弁設置配水池
　１４箇所（８２．３％）

項目① ―
2024（Ｒ6）年度

実績値 項目② ―

目標
現況 前期 中期 後期

2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

― ― ― ―

後期
―2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

― ―― ―
― 目標

現況 前期 中期



（３）

２）

≪計画上の実施年度≫ ≪進捗状況≫

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 A 実施済み
H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 B 計画どおり進んでいる

C 着手したが遅れている

D 未着手

≪数値目標の達成状況≫

― 目標
現況 前期 中期 後期

―2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

― ―― ―

2024（Ｒ6）年度
実績値

　配水支管だけではなく、導水管、送水管、配水本管、配水池等を含めた整備が必要となるため、多額の費用と相当な
整備期間を要します。
　施設の重要度や、管路の老朽度、地域バランスなどを総合的に判断して整備順序を決定する必要があります。
　今後は、補助事業の活用や比較的安価な材料の使用など財源確保と経費節減を図りながら、災害時においても給水
を確保できるよう計画的に整備を進めていきます。

　　令和２年度から令和１３年度までの１２年間で、２０施設への管路の耐震化を総事業費約４５億円で計画しています。
　５１施設のうち、７施設への管路の一部については耐震化済みです。

　●令和６年度実施工区
　　上野総合市民病院工区　Ｌ＝１．３６ｋｍ
　　岡波病院工区　Ｌ＝０．３２ｋｍ

目標
現況 前期 中期 後期

2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

― ― ― ―

項目① ―
2024（Ｒ6）年度

実績値 項目② ―

≪本年度の実施内容≫

C

　伊賀市地域防災計画に位置付けられている医療施設、防災拠点施設、拠点避難所のうち５１箇所を重要給水施設とし
て選定しており、　各施設毎の更新対象管路を導水管、送水管、配水本管、配水支管別に抽出し、令和１３年度までの年
度計画に準じて耐震化を進めています。
　令和６年度では、上野総合市民病院１０・１１・１２工区及び岡波病院工区について、耐震化を実施しました。

≪課題及び対応方針≫

≪事業実施状況及び補足説明等≫

担当課 水道工務課（管路）　水道施設課（施設）

前期 中期 後期

実現方策 重要給水施設の整備

計画に記載している
主な事業

・重要給水拠点までの管路の耐震化

災害時においても重要給水施設への給水を確保できるよう計画的に整備を行う。

令和６年度　伊賀市水道事業基本計画（水道事業ビジョン）　進捗管理シート

シート番号 11
基本方針 強靭 危機管理体制の充実



（３）

３）

≪計画上の実施年度≫ ≪進捗状況≫

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 A 実施済み
H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 B 計画どおり進んでいる

C 着手したが遅れている

D 未着手

≪数値目標の達成状況≫

― 目標
現況 前期 中期 後期

―2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

― ―― ―

2024（Ｒ6）年度
実績値

　より迅速かつ適切に応急復旧活動を実施できるよう、既存の災害対策マニュアルの再点検及び更新を行うとともに、
日頃の対応訓練の実施等により、管理体制のさらなる強化を図っていきます。
　また、広域連携として、近隣事業体との合同訓練や災害対策の実施等についても検討していく必要があります。

●関係団体との協定

　・三重県水道災害広域応援協定
　　　地震、渇水、事故等の水道災害時における県内市町及び水道用水供給事業者が行う応援活動
　・公益社団法人日本水道協会中部地方支部災害時相互応援に関する協定
　　　中部地方９県支部間における相互応援活動
　・災害時における水道施設の緊急復旧工事等に関する基本協定
　　　伊賀市上下水道部と伊賀市上下水道協同組合による災害応急工事の施工等

目標
現況 前期 中期 後期

2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

― ― ― ―

項目① ―
2024（Ｒ6）年度

実績値 項目② ―

≪本年度の実施内容≫

B

　三重県、（公社）日本水道協会中部地方支部、伊賀市上下水道協同組合との間で締結した災害時の応援協定に基づ
き、引き続き地震等の大規模な災害発生時における早期復旧等に向けた体制を継続しました。
　また、例年行われる（公社）日本水道協会中部地方支部の応援協定に基づく応援要請等に係る情報伝達訓練に参加
しています。

≪課題及び対応方針≫

≪事業実施状況及び補足説明等≫

担当課 経営企画課

前期 中期 後期

実現方策 災害時対応の整備・充実（連携）

計画に記載している
主な事業

・災害時の連携強化

災害発生時等の危機管理マニュアルを充実させるなど、管理体制の強化を図るとともに、
定期的な合同訓練を実施するなど、近隣事業体や県等との連携強化を図る。
広報活動などによって、積極的に情報発信を行う。

令和６年度　伊賀市水道事業基本計画（水道事業ビジョン）　進捗管理シート

シート番号 12
基本方針 強靭 危機管理体制の充実



（１）

１）

≪計画上の実施年度≫ ≪進捗状況≫

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 A 実施済み
H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 B 計画どおり進んでいる

C 着手したが遅れている

D 未着手

≪数値目標の達成状況≫

令和６年度　伊賀市水道事業基本計画（水道事業ビジョン）　進捗管理シート

シート番号 13
基本方針 持続 水源の安定化

実現方策 ゆめが丘浄水場を最大限に活用した水源施設の統廃合

計画に記載している
主な事業

・水源施設の統廃合

伊賀広域水道施設を最大限活用し、小規模な水源施設は運用廃止して統廃合を行うことにより、
効率的かつ適正な施設管理ができるため、水源施設の統廃合を進める。

担当課 水道施設課

前期 中期 後期

≪本年度の実施内容≫

C

　令和６年度に廃止した施設はありません。

≪課題及び対応方針≫

≪事業実施状況及び補足説明等≫

項目① ―
2024（Ｒ6）年度

実績値 項目② ―
2024（Ｒ6）年度

実績値

表流水を取水している小規模な水源施設が多く、通常時は良好な水質を保っていますが、取水量の不安定な時期があ
ることや、大雨や台風等の自然災害時には、原水水質の悪化が見られ、濁度上昇による薬品注入管理に支障をきたし
ています。
ゆめが丘浄水場を最大限に活用し小規模な水道施設は運用停止して統廃合を行うことにより、効率的かつ適正な施設
管理を行います。令和７年度は、玉滝浄水場の運用を廃止します。
また、今後の朝古川浄水場の廃止を見込み、同浄水場の配水エリアの一部をゆめが丘浄水場系の配水エリアに変更
する予定です。

●令和７年度以降水道施設廃止予定
　
　令和７年度　　　　運用廃止予定　　玉滝浄水場（滝谷水源）
　令和８年度以降　運用廃止予定　　朝古川浄水場（朝古川水源、岡鼻水源）
　令和９年度以降　運用廃止予定　　剣谷浄水場（剣谷水源）

目標
現況 前期 中期 後期

2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

― ― ― ―

後期
―2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

― ―― ―
― 目標

現況 前期 中期



（２）

１）

≪計画上の実施年度≫ ≪進捗状況≫

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 A 実施済み
H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 B 計画どおり進んでいる

C 着手したが遅れている

D 未着手

　
●

４ 台
６ 台
４ 台
２ 台
２ 台
３ 台
２ 台

≪数値目標の達成状況≫

【算出式】全施設の電力使用量／年間配水量

担当課 水道施設課

前期 中期 後期

≪課題及び対応方針≫

≪事業実施状況及び補足説明等≫

≪本年度の実施内容≫

C

　ゆめが丘浄水場は平成２１年４月より運用を開始し、省エネルギー機器である高効率ポンプを使用しています。
　令和６年度は小田浄水場三田送水ポンプ１基の更新、ゆめが丘浄水場の導水ポンプ及び北向３号送水ポンプ１基の
分解整備を実施しました。

令和６年度　伊賀市水道事業基本計画（水道事業ビジョン）　進捗管理シート

シート番号 14
基本方針 持続 資源・エネルギーの有効利用

実現方策 省エネルギーの効率的機器の採用

項目① 配水量1㎥当たり電力消費量（kWh／㎥）
2024（Ｒ6）年度

実績値 項目② ―
2024（Ｒ6）年度

実績値

　　　　ゆめが丘浄水場　高効率ポンプ

高効率ポンプ設置状況
導水ポンプ場
ゆめが丘浄水場

　ゆめが丘浄水場から上野第１（南部)配水池、上野南送水ポンプ所、島ヶ原中継ポンプ所、上野北送水ポンプ所へ向け
て高効率・省エネルギーポンプを使用して送水を行っています。
　安定した給水を確保し、さらなる省エネルギー化を図るため高効率ポンプの設置を検討します。

計画に記載している
主な事業

・高効率・省エネルギー機器の採用

施設の更新時に、高効率・省エネルギー機器を積極的に採用することや、水需要に応じた施設能力
の縮小を検討する。

2026（R8） 2031（R13）
中期 後期

―
―

上野北送水ポンプ所
伊賀加圧ポンプ所

上野南送水ポンプ所
青山送水ポンプ所
島ヶ原中継ポンプ所

0.88 0.85

2024(R6) 2025(R7)2022(R4) 2023(R5) 2026(R8)2017（H29） 2018（H30） 2019(R1) 2020(R2)

―
目標

現況 前期 中期 後期
2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

0.78 0.75 0.75 0.70

項目①
2027(R9) 2028(R10) 2029(R11) 2030(R12)

項目① 0.80 0.81 0.84 0.85

2031(R13)

0.87

　
　

0.85

―
目標0.85

―

現況 前期

2021(R3)

2014（H26） 2021（R3）



（２）

２）

≪計画上の実施年度≫ ≪進捗状況≫

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 A 実施済み
H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 B 計画どおり進んでいる

C 着手したが遅れている

D 未着手

≪数値目標の達成状況≫

【算出式】（総二酸化炭素排出量／年間配水量）×1,000,000

≪課題及び対応方針≫

≪事業実施状況及び補足説明等≫

　令和６年度に実施した事業はありません。

　令和７年度以降も引き続き、施設の統廃合による配水ブロックの再編成に向け準備を進め、総エネルギー消費量を抑
制できる配水形態を目指します。

●令和７年度以降配水ブロック再編成予定

　令和８年度以降　　朝古川浄水場廃止に伴い朝古川浄水場系統をゆめが丘浄水場系統へ編入予定
　令和９年度以降　　剣谷浄水場廃止に伴い高良城浄水場系統へ編入予定

項目①
2027(R9) 2028(R10) 2029(R11) 2030(R12) 2031(R13)

369.3 358.9384.0 374.4項目① 384 383.1 399.2 392.3

260
―2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

中期 後期

― ――

現況 前期

―

2017（H29） 2018（H30） 2019(R1) 2020(R2)

目標
現況 前期 中期 後期

2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

291.48 280 280

項目② ―

2026(R8)

目標358.9

2024(R6) 2025(R7)2022(R4) 2023(R5)2021(R3)

2024（Ｒ6）年度
実績値

実現方策 エネルギー消費の少ない水道の構築

計画に記載している
主な事業

・総エネルギー消費量を抑制できる配水形態の検討

施設の統廃合による配水ブロックの再編や施設規模の縮小を考慮しながら、総エネルギー消費量を
抑制できる配水形態の検討を行う。

担当課 水道施設課

前期 中期 後期

≪本年度の実施内容≫

項目①

C

排水量1㎥当たり二酸化炭素排出量（g・
CO2／㎥）

2024（Ｒ6）年度
実績値

令和６年度　伊賀市水道事業基本計画（水道事業ビジョン）　進捗管理シート

シート番号 15
基本方針 持続 資源・エネルギーの有効利用



（２）

３）

≪計画上の実施年度≫ ≪進捗状況≫

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 A 実施済み
H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 B 計画どおり進んでいる

C 着手したが遅れている

D 未着手

≪数値目標の達成状況≫

【算出式】（再生可能エネルギー設備の電力使用量／全施設の電力使用量）×100

　令和元年度
　令和２年度
　令和３年度
　令和４年度
　令和５年度
　令和６年度

太陽光発電量（kwh)：
太陽光発電量（kwh)：
太陽光発電量（kwh)：

１６６，４１７
１６３，５７６
１６８，８４０
１６５，２５２
１７１，２３１
１７２，２９２
１６７，７７６

≪課題及び対応方針≫

担当課 水道施設課

前期 中期 後期

≪事業実施状況及び補足説明等≫

A

　ゆめが丘浄水場は、平成２１年４月より運用を開始し、太陽光発電の再生エネルギーを浄水場の電力として利用してい
ます。

　ゆめが丘浄水場において引き続き太陽光発電の運用を継続し、再生エネルギー利用を促進します。
　少水力発電等の他の再生可能エネルギーの利用については、費用対効果が得られないことから検討対象から除外し
ました。

●ゆめが丘浄水場太陽光発電状況

太陽光発電量（kwh)：　平成30年度

≪本年度の実施内容≫

太陽光発電量（kwh)：
太陽光発電量（kwh)：
太陽光発電量（kwh)：

令和６年度　伊賀市水道事業基本計画（水道事業ビジョン）　進捗管理シート

シート番号 16
基本方針 持続 資源・エネルギーの有効利用

実現方策 再生可能エネルギーの導入の検討

計画に記載している
主な事業

・太陽光発電や小水力発電の導入の検討

太陽光発電や小水力発電など、再生可能エネルギーの導入の検討を行う。

項目① 再生可能エネルギー利用率（％）
2024（Ｒ6）年度

実績値 項目② ―
2024（Ｒ6）年度

実績値

ゆめが丘浄水場　太陽光発電

2026(R8)

―

2025(R7)2024(R6)2022(R4) 2023(R5)2017（H29） 2018（H30） 2019(R1) 2020(R2) 2021(R3)

目標1.45
現況 前期 中期 後期

2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

1.55
―2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

中期 後期

― ――

現況 前期
目標

1.70 1.85

2031(R13)

1.37 1.45項目① 1.49 1.45 1.39 1.41

項目①
2027(R9) 2028(R10) 2029(R11) 2030(R12)

1.39 1.47

2.00



（２）

４）

■
・

≪計画上の実施年度≫ ≪進捗状況≫

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 A 実施済み
H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 B 計画どおり進んでいる

C 着手したが遅れている

D 未着手

≪数値目標の達成状況≫

【算出式】（有効利用土量／浄水発生土量）×100

令和６年度　伊賀市水道事業基本計画（水道事業ビジョン）　進捗管理シート

シート番号 17-1
基本方針 持続 資源・エネルギーの有効利用

令和６年度　浄水発生土処分量（ｔ）：

２，９８１
１，５３９
８７５
７１６
５９９

　浄水発生土は水道原水に浄水用の薬品を加えることにより、原水に浮遊する砂、泥等が固まり、天日乾燥床において
乾燥させ、固形の物体となる産業廃棄物です。

　令和６年度は、浄水処理に伴い発生する浄水発生土について、再生資源化処理が行える業者に処分委託することで
建設副産物の再利用に努めました。

　浄水発生土は産業廃棄物であり処理費用が高額となることから、より安価な有効活用の検討を行うとともに、浄水発生
汚泥の抑制に努めていきます。

　●ゆめが丘浄水場・滝川浄水場浄水発生土処分量
令和２年度　浄水発生土処分量（ｔ）：
令和３年度　浄水発生土処分量（ｔ）：
令和４年度　浄水発生土処分量（ｔ）：
令和５年度　浄水発生土処分量（ｔ）：

B

―2014（H26）

―

実現方策 廃棄物の削減

計画に記載している
主な事業 浄水発生土の利用促進や配管工事における再生材や仮設資材の採用等、廃棄物の排出抑制を

推進する。

浄水発生土の有効活用
建設副産物の利用促進

　　　　ゆめが丘浄水場　天日乾燥床

浄水発生土の有効利用率（％）
2024（Ｒ6）年度

実績値 項目② ―
2024（Ｒ6）年度

実績値

0 10 20 30

担当課 水道施設課（施設）　

前期 中期 後期

2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2026（R8） 2031（R13）
中期

≪本年度の実施内容≫

現況 前期 中期 後期
目標0

≪課題及び対応方針≫

≪事業実施状況及び補足説明等≫

項目①

2021（R3）2031（R13）目標
―

現況 前期

―

2017（H29） 2018（H30） 2019(R1) 2020(R2) 2021(R3) 2025(R7)2022(R4) 2023(R5) 2024(R6)

後期

―

2031(R13)

0 00 0

2026(R8)

項目① 0 0

項目①
2027(R9) 2028(R10) 2029(R11) 2030(R12)

0 0



（２）

４）

・
■

≪計画上の実施年度≫ ≪進捗状況≫

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 A 実施済み
H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 B 計画どおり進んでいる

C 着手したが遅れている

D 未着手

≪数値目標の達成状況≫

目標― ―2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）
中期 後期

― ――

現況 前期

―
目標

現況 前期 中期 後期
2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

― ― ― ―

　管路工事により排出される廃棄物について、請負業者から提出される再生資源利用促進計画書、実施書及びマニフェ
スト等により、アスファルト及びコンクリートの再資源化施設への処分を確認し、再資源化に努めました。
　また、管路布設の浅層埋設により、建設発生土の抑制を推進しました。

≪課題及び対応方針≫

≪事業実施状況及び補足説明等≫

項目① ―
2024（Ｒ6）年度

実績値 項目② ―
2024（Ｒ6）年度

実績値

　現在の実施内容で継続していきます。

　管路工事により排出される建設発生土の公共工事間の流用調整を図ると共に、配管工事における埋め戻し骨材の再
生材使用による廃棄物の排出抑制に努めています。

前期 中期 後期

≪本年度の実施内容≫

B

実現方策 廃棄物の削減

計画に記載している
主な事業 浄水発生土の利用促進や配管工事における再生材や仮設資材の採用等、廃棄物の排出抑制を

推進する。

担当課 水道工務課（管路）

浄水発生土の有効活用
建設副産物の利用促進

令和６年度　伊賀市水道事業基本計画（水道事業ビジョン）　進捗管理シート

シート番号 17-2
基本方針 持続 資源・エネルギーの有効利用



（３）

１）

≪計画上の実施年度≫ ≪進捗状況≫

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 A 実施済み
H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 B 計画どおり進んでいる

C 着手したが遅れている

D 未着手

≪数値目標の達成状況≫

【算出式】（有収水量／給水量）×100

令和６年度　伊賀市水道事業基本計画（水道事業ビジョン）　進捗管理シート

シート番号 18
基本方針 持続 経営基盤の強化

実現方策 有収率の向上

計画に記載している
主な事業

・有収率の向上対策（定期的な漏水調査、配水圧力の調整、老朽管の布設替え）

漏水調査や管路更新事業を計画的に取り組み、有収率の向上に努める。

担当課 水道工務課

前期 中期 後期

≪本年度の実施内容≫

C

　現地漏水調査業務委託や職員による自己漏水調査、市民のみなさまから連絡を頂いた漏水通報による、給・配・送水
管漏水を延べ１８０件修繕しました。衛星技術による漏水調査から、漏水箇所を６８件発見し、迅速に修繕を行ないまし
た。

≪課題及び対応方針≫

≪事業実施状況及び補足説明等≫

項目① 有収率（％）
2024（Ｒ6）年度

実績値 項目② ―
2024（Ｒ6）年度

実績値

　老朽管路の布設替えが必要な箇所を把握し、更新事業担当係と連携を図り早期に対応します。また、漏水の疑いがあ
る配水池エリアにおいて漏水調査業務委託を実施し、修繕を順次実施します。

　漏水修繕地区別件数

　　　市内全域：１８０件
　　　配水管：５７件
　　　給水管：１２３件

2026(R8)

目標
現況 前期 中期 後期

2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

81.9 83.9 85.7 87.6
目標80.3 ―2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

中期 後期

― ――

現況 前期

2024(R6)

―

2025(R7)2022(R4) 2023(R5)

項目① 81.4 81.7 82.5 82.9

2021(R3)2017（H29） 2018（H30） 2019(R1) 2020(R2)

83.2 80.380.8 80.1

2027(R9) 2028(R10) 2029(R11) 2030(R12) 2031(R13)

項目①

漏水修繕の様子



（３）

２）

≪計画上の実施年度≫ ≪進捗状況≫

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 A 実施済み
H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 B 計画どおり進んでいる

C 着手したが遅れている

D 未着手

≪数値目標の達成状況≫

令和６年度　伊賀市水道事業基本計画（水道事業ビジョン）　進捗管理シート

シート番号 19-1
基本方針 持続 経営基盤の強化

実現方策 民間的経営手法の活用検討

計画に記載している
主な事業

・民間的経営手法の範囲拡大の検討

熟練職員の減少の課題に対応しつつ、経営の効率化を進めていくため、民間的経営手法の活用に
ついて、調査及び検討を行う。

担当課 水道施設課（施設）

前期 中期 後期

≪本年度の実施内容≫

B

　本年度の実施事業はありません。

≪課題及び対応方針≫

≪事業実施状況及び補足説明等≫

項目① ―
2024（Ｒ6）年度

実績値 項目② ―
2024（Ｒ6）年度

実績値

　水道施設の運転管理業務について、さらなる民間手法の活用の検討を進めていきます。
　また、包括的民間委託については、求める管理品質に対して高コストとなることから、財政状況や費用対効果の問題か
ら検討から除外しました。

　●ゆめが丘浄水場他運転管理業務委託概要

　　夜間、閉庁日における、ゆめが丘浄水場他伊賀市内の上水道施設の運転管理業務及び電話対応業務
　　（対象水道施設：136施設）

　　　夜　　間　　　　　　17時15分から翌日8時30分まで
　　　閉庁日(休日）　 　8時30分から17時15分まで

　　【業務内容】
　　　1）ゆめが丘浄水場運転管理業務
　　　2）伊賀市内上水道施設監視および維持管理業務
　　　3）電話等対応業務

目標
現況 前期 中期 後期

2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

― ― ― ―
― 目標

現況 前期 中期 後期
―2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

― ―― ―



（３）

２）

≪計画上の実施年度≫ ≪進捗状況≫

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 A 実施済み
H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 B 計画どおり進んでいる

C 着手したが遅れている

D 未着手

≪数値目標の達成状況≫
2024（Ｒ6）年度

実績値

― 目標
現況 前期 中期 後期

―
― ― ―

2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

―
目標

現況 前期 中期 後期
2014（H26） 2031（R13）2021（R3） 2026（R8）

―― ― ―

項目① ―
2024（Ｒ6）年度

実績値 項目② ―

　伊賀市上下水道事業料金関連業務委託
　　委 託 期 間　：　令和６年４月１日から令和１１年３月３１日 　５年間

前期 中期 後期

≪本年度の実施内容≫

≪課題及び対応方針≫

A

≪事業実施状況及び補足説明等≫

　水道料金関連業務の顧客サービスの向上、業務の効率化及びコスト削減を目的として、民間に委託を行っておりま
す。令和６年４月から、窓口の一元化、市民サービス向上の観点から水道料金に加え下水道使用料関連業務も委託し、
「水道お客様センター」から「上下水道お客様センター」とすることで、更なる顧客サービスの向上と業務効率化を図りま
す。

　令和６年４月から、上下水道事業料金関連業務委託として窓口の一元化し上下水道一体となって債権回収に取り組み
滞納額の縮減を目指します。
　また、３期未納の使用者や分納誓約者の不履行使用者を対象に給水停止を徹底することや、督促や催告に応じない
場合は、早期に収税課へ債権移管などの措置を講じることで、新たな未納者の発生を防ぎます。

担当課 経営企画課（営業係）

令和６年度　伊賀市水道事業基本計画（水道事業ビジョン）　進捗管理シート

シート番号 19-2
基本方針 持続 経営基盤の強化

実現方策 民間的経営手法の活用検討

計画に記載している
主な事業

・民間的経営手法の範囲拡大の検討

熟練職員の減少の課題に対応しつつ、経営の効率化を進めていくため、民間的経営手法の活用に
ついて、調査及び検討を行う。



（３）

２）

≪計画上の実施年度≫ ≪進捗状況≫

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 A 実施済み
H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 B 計画どおり進んでいる

C 着手したが遅れている

D 未着手

≪数値目標の達成状況≫

― 目標
現況 前期 中期 後期

―2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

― ―― ―
目標

現況 前期 中期 後期
2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

― ― ― ―

2024（Ｒ6）年度
実績値

≪課題及び対応方針≫

≪事業実施状況及び補足説明等≫

項目① ―
2024（Ｒ6）年度

実績値 項目② ―

　水道施設に関しては、現在、会計年度任用職員において直営管理しています。検討結果では、直営管理に係る人件費
に対し、追加する委託管理費用が甚大であることに加え、受益面積が広く施設が点在しており、受益者数に対し施設数
が過多であることから、包括的民間委託による費用対効果を生まない結果となりました。
　以上のことから、包括的民間委託による費用対効果が得られるよう、施設統廃合の推進を課題と考えています。

　伊賀市上下水道事業料金関連業務委託
　　委 託 期 間　：　令和６年４月１日から令和１１年３月３１日 　５年間

令和６年度　伊賀市水道事業基本計画（水道事業ビジョン）　進捗管理シート

シート番号 19-3
基本方針 持続 経営基盤の強化

実現方策 民間的経営手法の活用検討

計画に記載している
主な事業

・民間的経営手法の範囲拡大の検討

熟練職員の減少の課題に対応しつつ、経営の効率化を進めていくため、民間的経営手法の活用に
ついて、調査及び検討を行う。

担当課 経営企画課（包括的民間委託）

前期 中期 後期

A

≪本年度の実施内容≫

　市民サービスの向上の観点から、維持管理における技術水準の維持・継続、維持管理体制の確保、各種業務の効率
化、コスト縮減などを目的として、令和６年度からの包括的民間委託の実施を検討してきましたが、上下水道を一体とし
た民間委託は費用対効果を生み出すことができませんでした。しかしながら、上下水道事業における一部業務（窓口業
務及び維持管理業務）については、民間委託することで、サービスを向上させることができました。



（３）

３）

≪計画上の実施年度≫ ≪進捗状況≫

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 A 実施済み
H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 B 計画どおり進んでいる

C 着手したが遅れている

D 未着手

≪数値目標の達成状況≫

【算出式】年間配水量／全職員数

　本年度の実施事業はありません。

　ゆめが丘浄水場に設置されている５社５系列の中央監視システムは、平成16年度の市町村合併以前より各自治体で
設置したシステムをそのまま継承しており、システムが複雑であり、さらに老朽化が進み維持管理に苦慮しています。
　令和７年度より国庫補助を活用して現状５系統あるシステムを２系統に統合及びデジタル通信化することにより、現在
の管理水準を維持しつつ、ランニングコスト等の縮減と効率化を図るため合理化を行います。

　令和７年度より、中央監視システムの伊賀・阿山系列について統合工事を実施予定。
　令和８～１０年度でゆめが丘系列他残りの系列について統合工事を実施予定。

令和６年度　伊賀市水道事業基本計画（水道事業ビジョン）　進捗管理シート

シート番号 20
基本方針 持続 経営基盤の強化

実現方策 適切な施設管理

計画に記載している
主な事業

・適切な施設管理（施設運転情報のデータ整理、分析）

遠方監視システムや集中管理体制の導入を図るとともに、各地区の施設運転情報を集約化、
データ整理及び分析を行い、日常管理の適正化を図る。

担当課 水道施設課

前期 中期 後期

≪本年度の実施内容≫

C

≪事業実施状況及び補足説明等≫

≪課題及び対応方針≫

2024（Ｒ6）年度
実績値項目① 職員一人当たりの配水量（㎥／人）

2024（Ｒ6）年度
実績値 項目② ―

2026(R8)

目標
現況 前期 中期 後期

2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

255,636 325,775 314,273 300,412
目標330,624 ―2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

中期 後期

― ――

現況 前期

2024(R6)

―

2025(R7)2022(R4) 2023(R5)

項目① 327,318 314,155 330,809 324,316

2021(R3)2017（H29） 2018（H30） 2019(R1) 2020(R2)

項目①
2027(R9) 2028(R10) 2029(R11) 2030(R12) 2031(R13)

328,278 330,624338,817 334,484



（３）

４）

≪計画上の実施年度≫ ≪進捗状況≫

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 A 実施済み
H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 B 計画どおり進んでいる

C 着手したが遅れている

D 未着手

≪数値目標の達成状況≫

令和６年度　伊賀市水道事業基本計画（水道事業ビジョン）　進捗管理シート

シート番号 21
基本方針 持続 経営基盤の強化

実現方策 広域化連携の模索

計画に記載している
主な事業

・他水道事業との連携の模索

県の事業間調整機能等を活用し、将来の発展的広域化を見据え、協力・連携が可能な分野・項目を
検討する。

担当課 経営企画課

前期 中期 後期

≪本年度の実施内容≫

B

　県内の地域ブロックによる広域連携検討の場として三重県が主催する「伊賀地域水道事業基盤強化協議会」へ参加
し、伊賀地域ブロックを構成する名張市との広域連携の可能性や手法等について情報共有や意見交換を行いました。

≪課題及び対応方針≫

≪事業実施状況及び補足説明等≫

項目① ―
2024（Ｒ6）年度

実績値 項目② ―
2024（Ｒ6）年度

実績値

　水道事業の抜本的な改革方策の一つである広域化は、コスト削減と人員の確保などに大きなメリットを期待されていま
すが、事業者間での施設整備状況や料金、財政規模の格差、地理的要因など、その実現については多くの課題があり
ます。
　本市では、三重県企業庁からの水道水供給を受けていないこともあり、近隣事業体から見た場合、広域化のメリットを
共有しにくい状況にあると考えられますが、三重県水道事業基盤強化協議会で得た情報や手法等も参考にしつつ、個別
業務の共同化など、連携・協力の可能性がある業務等について模索していく必要があり、近隣の名張市と水質検査部門
について業務提携を検討します。

　本市の広域化連携の相手先として、「名張市」のほか、近隣の「津市」「亀山市」「甲賀市」「笠置町」「南山城村」などが
想定されます。他の自治体での取組事例等も参考としながら、持続可能な水道事業に向けた連携の可能性を研究する
必要があります。

目標
現況 前期 中期 後期

2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

― ― ― ―

後期
―2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

― ―― ―
― 目標

現況 前期 中期



（３）

５）

≪計画上の実施年度≫ ≪進捗状況≫

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 A 実施済み
H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 B 計画どおり進んでいる

C 着手したが遅れている

D 未着手

≪数値目標の達成状況≫

―

後期
―2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

― ―― ―
― 目標

現況 前期 中期

2024（Ｒ6）年度
実績値

　伊賀市では、水道施設の老朽化が著しく、これに起因する漏水等のトラブルが日常的に生じている。このことから、施
設の維持管理費用と共に更新需要が増大するため、これに充当する資金確保のための正確な費用計上が課題となって
います。
　このような状況を鑑みて、アセットマネジメント計画では、施設の重要度・疲労度等を勘案した優先度の設定及び更新
費用等を算定し、中長期的財政収支に基づく計画的な施設の整備・更新と資金確保のための基礎となる計画を「アセット
マネジメント計画」として策定しました。
　これにより、更新費用の平準化と共にライフサイクルコストの縮減を図ることとするが、現行の料金体系では今後著しく
増大する施設の老朽化に対し、更新費用の確保が難しい。
　したがって、伊賀市における水道施設の抜本的な構造改革と共に料金制度の見直しが課題となります。

●水道におけるアセットマネジメント
　「水道事業におけるアセットマネジメントに関する手引き」では、「水道ビジョンに掲げた持続可能な水道事業を実現する
ために、中長期的な視点に立ち、水道施設のライフサイクル全体にわたって効率的かつ効果的に水道施設を管理運営
する体系化された実践活動」と定義されています。
　同手引きでは、資産に係る各種データの整備状況等により、更新需要見通しの検討手法をタイプ１～４、財政収支見通
しの検討手法をタイプA～Dに分類、この組み合わせにより最も簡易なタイプ１－Aから最も詳細なタイプ４－Dまでの区分
があり、40年先までのシミュレーションを行うこととなっています。伊賀市ではタイプ４－Dのアセットマネジメント計画を策
定しました。

タイプ１－C

目標
現況 前期 中期 後期

2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

― ― ―

項目① ―
2024（Ｒ6）年度

実績値 項目② ―

≪本年度の実施内容≫

A

　アセットマネジメントの見直しに必要な水道施設台帳を整備したことにより、令和６年度において、アセットマネジメント
計画を策定しました。

≪課題及び対応方針≫

≪事業実施状況及び補足説明等≫

担当課 経営企画課

前期 中期 後期

実現方策 アセットマネジメントの充実

計画に記載している
主な事業

・アセットマネジメント（資産管理）の充実

施設の健全性を維持し、効率的・計画的な施設の更新や維持管理を実現するため、平成25年度に策
定したアセットマネジメントの見直し（精度向上）を行う。

令和６年度　伊賀市水道事業基本計画（水道事業ビジョン）　進捗管理シート

シート番号 22
基本方針 持続 経営基盤の強化

タイプ４－D 更新需要は廃止予定施設・構造物を除外し再構築や規模の適正化を考慮した再投資価格とし、財政
収支の見通しとしては更新需要以外の変動要因を考慮した収益的収支まで検討できている状態

≪「水道事業におけるアセットマネジメントに関する手引き」における検討手法の例≫
固定資産台帳等、更新需要を算定するための基礎データがなく、財政収支の見通しとして収益的収
支まで検討できている状態

タイプ２－C 固定資産台帳はあるが、資産区分が更新単位と整合しておらず、財政収支の見通しとして収益的収
支まで検討できている状態

タイプ３－C 更新需要の基礎データが更新工事と整合しており、財政収支の見通しとして収益的収支まで検討で
きている状態



（４）

１）

≪計画上の実施年度≫ ≪進捗状況≫

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 A 実施済み
H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 B 計画どおり進んでいる

C 着手したが遅れている

D 未着手

≪数値目標の達成状況≫

【算出式】職員が内部研修を受けた時間・人数／全職員数 【算出式】職員が外部研修を受けた時間・人数／全職員数

令和６年度　伊賀市水道事業基本計画（水道事業ビジョン）　進捗管理シート

シート番号 23
基本方針 持続 組織体制の強化

≪課題及び対応方針≫

≪事業実施状況及び補足説明等≫

前期 中期 後期

≪本年度の実施内容≫

実現方策 技術の継承

計画に記載している
主な事業

・内部及び外部研修の実施による技術力の向上

職場内や外部機関の研修に参加するなど、各職員の技術力向上に努める。
民間が有する技術を積極的に導入し、官民連携した技術の継承に取り組む。

担当課 水道施設課、水道工務課

項目① 内部研修時間（時間）
2024（Ｒ6）年度

実績値 項目② 外部研修時間（時間）
2024（Ｒ6）年度

実績値

B

【水道施設課】
　専門的技術を習得するため、ポンプ設備、計装設備の基礎技術及び水質検査技術検討会に参加しました。
【水道工務課】
　専門的な知識や技術を取得する為に、令和６年６月に開催された「水道技術者ブロック別研修会」や１０月に開催され
た「水道事業担当者研修会」に参加しました。

【水道施設課】
　水道施設の運転維持管理は専門的な技術が必要となるため、若手職員が外部研修に参加することで技術の継承を
図ります。また、職員の高齢化が進んでおり、技術力をどのように維持・継承していくのかが課題となっています。
　このことから、業務量に応じた適正な数の人員配置を行い業務の量と質を改善し、技術継承が行なえるよう取組みま
す。
【水道工務課】
　専門的な知識や技術を取得する為に、９月に開催された「専用水道・簡易専用水道担当者研修会」や１１月に開催さ
れた日本水道協会研修会（漏水防止講座）に参加しました。

【水道施設課】令和６年度研修参加状況（職員数１０名）
　水道技術研修（ポンプ設備の基礎技術）：参加者　１名　研修時間　２４時間／人
　水道技術研修（シーケンスの基礎技術）：参加者　２名　研修時間　６時間／人
　水質管理研修（検査技術検討会）：参加者　２名　研修時間　８時間／人
　水道水管理セミナー：参加者　２名　４時間／人

【水道工務課】令和６年度研修参加状況（職員数９名）
　専用水道・簡易専用水道担当者研修会（web講習会）：参加者　１名　研修時間　４時間
　日本水道協会研修会（漏水防止講座）：参加者　１名　研修時間　７時間×３日間＝２１時間

目標
現況 前期 中期 後期

4 目標
現況 前期

2018（H30） 2019(R1)

中期 後期
4.52014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13） 2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

0.0 2.0 4.0 6.0 1.8 4.0 8.0 12.0

4.0 4.0

2022(R4)

項目② 1.4 1.4 1.4 0.7

2023(R5) 2024(R6) 2025(R7)

2.3 4.7 6.4

項目① 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2017（H29）

4.0

2026(R8)2020(R2) 2021(R3)

項目②

2027(R9) 2028(R10) 2029(R11) 2030(R12) 2031(R13)

項目①

4.5



（４）

２）

≪計画上の実施年度≫ ≪進捗状況≫

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 A 実施済み
H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 B 計画どおり進んでいる

C 着手したが遅れている

D 未着手

　

≪数値目標の達成状況≫

≪事業実施状況及び補足説明等≫

令和６年度

令和元年度
令和２年度
令和３年度
令和４年度
令和５年度

平成２９年度
平成３０年度

　３９名（平均年齢５０．５歳）

　３１名（平均年齢４８．０歳）
　４３名（平均年齢５１．９歳）
　４２名（平均年齢５１．５歳）
　４２名（平均年齢５１．１歳）
　４４名（平均年齢５１．３歳）

―目標
現況 前期 中期 後期

2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

― ― ― ―
目標

現況 前期 中期 後期
―2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

― ―― ―

2024（Ｒ6）年度
実績値

　３４名（平均年齢４６．２歳）

中期 後期

≪本年度の実施内容≫

B

≪課題及び対応方針≫

　技術継承の観点から、若手技術職員の確保に向け、関係する学歴や職歴を持った人材の募集を引き続き行いました。

　３２名（平均年齢４８．９歳）

項目① ―
2024（Ｒ6）年度

実績値 項目② ―

　技術継承や、事業全体のマネジメントに係る人材を確保していくためには、退職者の再任用や、他部署に異動した経験
者の再配置等について、庁内の理解を求めていくことが必要と考えられますが、職員の高齢化が進みつつあることから、
若手技術職員の配置を計画的に行っていくことなどにより、長期的な視点でバランスの取れた組織体制づくりに努めてい
く必要があります。

　●水道事業に携わる職員数

令和６年度　伊賀市水道事業基本計画（水道事業ビジョン）　進捗管理シート

シート番号 24
基本方針 持続 組織体制の強化

担当課 経営企画課

前期

実現方策 人材の育成と配置

計画に記載している
主な事業

・人材の育成と適切な配置

持続的な水道事業の運営を行うため、長期的視点に立って職員教育を充実させ、信念と意欲を持っ
て管理運営に当たる有能な職員の育成と適正な配置に努める。



（５）

１）

≪計画上の実施年度≫ ≪進捗状況≫

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 A 実施済み
H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 B 計画どおり進んでいる

C 着手したが遅れている

D 未着手

≪数値目標の達成状況≫

令和６年度　伊賀市水道事業基本計画（水道事業ビジョン）　進捗管理シート

シート番号 25
基本方針 持続 お客さまサービスの向上

実現方策 啓発活動の推進

計画に記載している
主な事業

・イベント等の開催

水道週間に環境・社会学習の取り組みやイベント等を開催して啓発活動を行うことで、お客さまの節
水に対する取組みと意識の向上を図る。

担当課 経営企画課

前期 中期 後期

≪本年度の実施内容≫

B

　水道週間の期間中、ゆめが丘浄水場においてＰＲ横断幕及び立看板を設置しました。
　なお、水道週間における取り組みとして平成２９年度より開催してきた、ゆめが丘浄水場見学会は、新型コロナウイルス
感染拡大防止のため、令和４年度まで中止していましたが、令和５年度から再開しました。
　また、昨年に引き続き「市民夏のにぎわいフェスタ2025」に参加し、水道事業の啓発に努めました。

≪課題及び対応方針≫

≪事業実施状況及び補足説明等≫

項目① ―
2024（Ｒ6）年度

実績値 項目② ―
2024（Ｒ6）年度

実績値

　普段使用している水道水が作られる過程を実際に見て体験していただく浄水場見学会は、水道に対する意識啓発の手
法として効果的であることから、方向性としては今後も継続したいと考えていますが、一方で、ウィズコロナ・アフターコロ
ナに対応した啓発手法についても検討していく必要があります。

●水道週間
　国や地方自治体の水道事業体等による、様々な広報活動等の
運動を通して、水道についての国民の理解と関心を高め、公衆衛
生の向上と生活環境の改善を図るため、厚生労働省の主唱により
毎年６月１日から６月７日までを期間として実施されている週間。
　
令和６年度（第６６回）の水道週間スローガン
「たいせつに　みずはみんなの　たからもの」

目標
現況 前期 中期 後期

2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

― ― ― ―

後期
―2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

― ―― ―
― 目標

現況 前期 中期

≪水道週間PR横断幕等の設置≫



（５）

１）

≪計画上の実施年度≫ ≪進捗状況≫

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 A 実施済み
H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 B 計画どおり進んでいる

C 着手したが遅れている

D 未着手

≪数値目標の達成状況≫

― 目標
現況 前期 中期 後期

―2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

― ―― ―

2024（Ｒ6）年度
実績値

　当該年度に実施予定の事業の紹介や、実施後の進捗状況なども含めた情報提供のさらなる充実を図る必要がありま
す。
　大規模災害等の非常時における円滑な対応に向けた取り組みについては、広域的かつ長期の被害が想定される中、
市民生活への影響を最小限に止めるため、まずは地域やお客さまとどのような連携ができるかを模索していく必要があ
ります。

●広報いが市での情報提供
　　「水道週間（６月１日～７日）」（６月号）
　　「水道管の冬支度をしましょう」（１２月号）
　　「水道水質検査計画を策定しました」（３月号）

●ホームページでの主な情報提供
　　「経営比較分析表の公表について」
　　「給水窓口の事前予約（インターネット受付）について」
　　「水道使用開始（中止）届（電子申請サービス）」
  　「水道事業会計決算書」
　　「水道管の埋設状況（道路の本管）に関するお問合わせについて」　など

目標
現況 前期 中期 後期

2014（H26） 2021（R3） 2026（R8） 2031（R13）

― ― ― ―

項目① ―
2024（Ｒ6）年度

実績値 項目② ―

≪本年度の実施内容≫

B

　水質検査の結果や、冬場の水道管凍結防止に関するお知らせなど、お客さまに水道を使っていただくに当たっての有
用な情報を市のホームページや広報を通じて引き続き提供しました。
　また、断水や濁水発生等の非常時における、対象区域での広報活動や、給水車による応急給水について、迅速な対
応に努めました。

≪課題及び対応方針≫

≪事業実施状況及び補足説明等≫

担当課 経営企画課

前期 中期 後期

実現方策 お客さまとの連携の促進（連携）

計画に記載している
主な事業

・水道事業者とお客さまとの連携

水道事業に関する情報をわかりやすく提供する。
大規模地震災害等の非常時において円滑な対応が行えるよう、お客さまとの連携の取り組みに努め
る。

令和６年度　伊賀市水道事業基本計画（水道事業ビジョン）　進捗管理シート

シート番号 26
基本方針 持続 お客さまサービスの向上


